
令和４年度　再評価調書
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（事業目的）
　外かく施設、係留施設、臨港道路等の整備により安全で効率的な水産物供給基盤体制の確保
を図るとともに、衛生管理に対応した荷さばき所の整備により水産物流通の効率化や集出荷機
能の集約による産地市場の競争力強化を図ることを目的としている。
（漁港概要）
　属地陸揚量／金額　　1,921トン／1,274百万円
　利用漁船数　　　　　228隻
（事業内容）
　総事業費　　　　　　4,986百万円（国50％、県36％、市14％ ※臨港道路は市負担なし）
　工　　期　　　　　　平成30年度～令和10年度
　主要工事
　 【谷ノ浦工区】　　東防波堤(改良)L=156.8m、東防波堤L=30.0m、
　　　　　　　　　　 西防波堤(改良)L=120.0m、西護岸（改良）L=30.0m、
　　　　　　　　　　　-3.0m岸壁（改良）L=100.0m、浮体式係船岸N=2基、
　　　　　　　　　　 臨港道路①L=280m、駐車場A=280m2、荷さばき所N=1棟
　 【大深川原工区】　防風フェンスN=１式
　 【小吹川原～泊東工区】　臨港道路②L=1,380m　等
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（社会経済情勢の変化）
　流通コストの増加や魚価低下の改善を図るため，近隣の産地市場を統合し，近隣漁港の集出
荷機能を本港に集約する予定である。伊島漁協と橘漁協の一部についてはすでに機能集約済み
である。

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）
  該当なし

（費用対効果の分析）
１ 臨港道路（道路護岸）の整備による高潮からの防護効果により生命・財産の保全が図られる。
２ 荷さばき所（高度衛生管理施設）の整備による衛生管理効果により漁獲物付加価値化が図られる。
３ 岸壁・堤防等の耐震化整備による施設被害の回避により避難・救助災害対策効果が図られる。

　 　総費用総便益費＝総便益額（現在価値化）／総事業費（現在価値化）＝2.67

（受益漁家、関係機関の意向）
　地元自治体，漁協は事業に協力的であり，漁業振興と防災対策のため，漁港事業の早期完成
を強く希望している。

（事業の実施方針）
　継続して事業を実施する。

（事業の進捗状況）
  令和３年度までに防風フェンスの整備が完了、荷さばき所（高度衛生管理施設）の基本設計
が完了しており、令和４年度に臨港道路（小吹川原～泊東）が一部開通予定である。
  令和４年度末の事業費進捗率は30％となっている。

（関連事業の進捗状況）
　小吹川原～泊東工区の臨港道路 1,380mのうち900m間についてはH30年度までに他事業（海岸
事業）にて整備済み。


